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市議会だより　かいなん■
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※◎の質問の概要を掲載しています。

２月定例会では、２月28日、３月１日の２日間にわたり、
９人の議員が一般質問を行いました。

一 般 質 問

6　川端　　進　（５ページ）
・２件の条例化について
・市教委の懸案課題について
◎従前の提案事項の施行について
・第１次海南市総合計画の総括につ

いて
・庁舎跡地利用計画の問題点

7　岡　　義明　（６ページ）
◎内海地域のボートピア建設計画に

ついて　　　　　　　
　

8　河野　敬二　（６ページ）
◎高齢者への生きがい対策について
・正規職員をこれ以上減らさないた

めに
　

9　上田　弘志　（７ページ）
　◎生活支援交通の充実について

1　森下　貴史　（３ページ）
◎市政への住民参画について

2　磯﨑　誠治　（３ページ）
◎有田・海南道路（国道42号線バ

イパス）の進捗状況について

3　東方　貴子　（４ページ）
・女性活躍推進法の取り組みについて
◎ＰＴＡ活動について

4　宮本　憲治　（４ページ）
◎就学援助事業について
・新高校生に対して入学準備金の支

給を求める

5　橋爪　美惠子　（５ページ）
・国道42号バイパス有田海南道路

について
・市に多大な影響を及ぼす和歌山市

のＩＲ（カジノを含む統合型リゾ
ート施設）誘致について

◎学校給食について

９
人
が
市
政
を
問
う

こ・
こ・
が

聞
き
た
い
!!
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小
南
地
区
で
は
家
屋
取
得

に
鋭
意
交
渉
中
で
あ
る
。

問

海
南
市
と
し
て
は
冷

水
―
梅
田
間
の
ト
ン

ネ
ル
工
事
か
ら
始
め
る
の

が
一
番
良
い
と
思
う
が
。

答

工
事
区
間
の
北
端
と

な
る
冷
水
―
梅
田
間

の
ト
ン
ネ
ル
工
事
に
着
手
す

れ
ば
、
有
田
海
南
地
域
の

均
衡
の
取
れ
た
工
事
が
進

め
ら
れ
、
住
民
へ
の
見
え
る

化
が
図
れ
る
と
考
え
る
。

問

周
辺
住
民
の
心
配
事

案
の
個
別
対
応
は
ど

こ
が
窓
口
か
。

答

本
市
の
建
設
課
に
相

談
い
た
だ
け
れ
ば
国

及
び
県
等
の
関
係
機
関
と

も
連
携
し
て
対
応
す
る
。

問

有
田
海
南
道
路
（
国

道
42
号
線
バ
イ
パ

ス
）
工
事
の
進
捗
状
況
は
。

答

海
南
市
域
で
は
冷
水

地
区
と
梅
田
地
区
を

結
ぶ
（
仮
称
）
第
５
号
ト

ン
ネ
ル
工
事
の
準
備
と
し

て
梅
田
地
区
で
工
事
進
入

路
の
現
道
整
備
を
、
ま
た
、

有
田
市
域
で
は
有
田
川
を

ま
た
ぐ
有
田
川
１
号
橋
下

部
工
事
や
新
堂
地
区
で
の

盛
り
土
予
定
地
の
地
盤
補

強
工
事
を
行
っ
て
い
る
。

問

用
地
買
収
作
業
の
状

況
は
ど
う
か
。

答

今
年
の
１
月
末
時
点

で
全
体
の
４
割
の
用

地
契
約
を
終
え
て
い
る
。

現
在
、
有
田
市
野
地
区
及

び
新
堂
南
地
区
並
び
に
海

南
市
下
津
町
梅
田
地
区
で

は
地
権
者
の
協
力
を
頂
き

建
物
等
の
買
収
が
完
了
し

て
い
る
。
残
る
有
田
市
新

堂
北
地
区
及
び
下
津
町
鰈

川
、
小
原
、
上
地
区
で
は

幅
杭
の
打
設
や
境
界
の
立

ち
会
い
、
家
屋
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。
下
津
町
下
、

問

若
者
の
意
見
や
提
言

を
市
政
に
十
分
反
映

さ
せ
、
若
者
と
の
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
た
め
に
、
本
市
で

も
青
年
モ
ニ
タ
ー
制
度
や

若
者
会
議
を
実
施
す
べ
き

だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

答

青
年
モ
ニ
タ
ー
制
度

や
若
者
会
議
に
つ
い

て
は
、
青
少
年
が
市
政
や

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
す
る

機
会
を
増
や
し
、
社
会
へ

の
参
加
意
識
を
高
め
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
、

若
い
世
代
の
意
見
を
反
映

す
る
こ
と
で
、
よ
り
充
実

し
た
施
策
の
推
進
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
青
年
モ

ニ
タ
ー
制
度
や
若
者
会
議

の
実
施
を
含
め
、
よ
り
多

く
の
若
い
世
代
か
ら
意
見

聴
取
で
き
る
取
り
組
み
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

ま
ち
づ
く
り
に
は
、

長
期
の
計
画
性
と
息

の
長
い
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
市
民
の
参
加
と

協
働
は
言
う
ま
で
も
な
く

重
要
だ
が
、
と
り
わ
け
将

来
そ
の
成
果
を
享
受
す
る

若
者
の
意
見
は
重
要
で
あ

る
。
若
者
会
議
で
は
、
ネ

ッ
ト
環
境
を
利
用
し
て
の

会
議
の
実
施
の
検
討
や
市

の
施
策
検
討
過
程
で
の
実

施
で
は
な
く
、
日
頃
か
ら

青
年
モ
ニ
タ
ー
や
若
者
会

議
を
実
施
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
ど
う
か
。

答

若
者
の
意
見
聴
取
に

お
け
る
ネ
ッ
ト
の
活

用
方
法
や
、
日
頃
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
の
青
年

モ
ニ
タ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
よ
る
意
見
の
集
約

の
方
法
に
つ
い
て
、
住
民

参
画
の
推
進
に
つ
な
が
る

施
策
を
実
施
で
き
る
よ
う

検
討
す
る
。

青
年
モ
ニ
タ
ー
や
若
者
会
議

の
設
置
を

●
若
い
世
代
か
ら
意
見
聴
取
で
き
る
取
り
組
み
を

検
討
す
る

用地買収作業の状況はどのように
なっているか
●全体で４割の用地契約を終えている

磯﨑　誠治 議員

森下　貴史 議員
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問

教
育
委
員
会
の
考
え
、

支
援
は
。

答

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
保
護

者
と
教
職
員
が
共
に

協
力
し
合
い
、
子
ど
も
の

よ
り
良
い
成
長
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
る
。
最
近

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
マ
イ
ナ
ス
イ

メ
ー
ジ
を
払
拭
し
、
活
動

の
状
況
を
更
に
把
握
し
、

活
動
し
や
す
い
環
境
と
な

る
よ
う
地
域
・
家
庭
・
学

校
の
協
力
体
制
の
推
進
に

努
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
女
性
活
躍
推
進
法
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

入
学
準
備
金
の
増
額
を

求
め
る

●
増
額
支
給
を
行
う
た
め
、
関
係
課
と
調
整
を

　
行
う

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
平
成

29
年
度
か
ら
小
中
学
校
と

も
改
正
後
の
単
価
に
て
支

給
を
行
う
た
め
、
関
係
課

と
調
整
を
行
う
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
新
高
校
生
に
対
し
て
入

学
準
備
金
の
支
給
を
求

め
る

問

本
市
の
平
成
27
年
度

の
就
学
援
助
率
は
、

小
学
生
11
・
９
％
、
中
学

生
17
・
７
％
で
あ
る
。
低

所
得
の
世
帯
の
子
ど
も
た

ち
に
、
学
校
で
使
う
物
品

の
費
用
な
ど
を
補
助
す
る

就
学
援
助
制
度
の
一
環
で
、

小
中
学
校
へ
の
入
学
時
に

支
給
さ
れ
る
入
学
準
備
金

（
新
入
学
児
童
生
徒
学
用

品
費
）
支
給
日
を
物
品
の

購
入
時
に
間
に
合
う
よ
う

に
、
現
行
の
６
月
か
ら
入

学
前
の
３
月
に
変
更
す
る

こ
と
を
求
め
る
。

答

支
給
時
期
の
前
倒
し

に
つ
い
て
は
、
早
期

の
実
施
に
向
け
、
実
施
し

て
い
る
自
治
体
の
事
例
を

参
考
に
、
調
査
研
究
を
進

め
た
い
。

問

入
学
準
備
金
を
現
行

の
小
学
校
２
万
４
７

０
円
、
中
学
校
２
万
３
５

５
０
円
を
そ
れ
ぞ
れ
４
万

６
０
０
円
、
４
万
７
４
０
０

円
に
増
額
す
る
こ
と
を
求

め
る
が
、
入
学
準
備
金
の

増
額
は
平
成
30
年
度
新
入

学
生
に
対
応
で
き
る
の
か
。

答

本
市
で
は
国
が
示
す

要
保
護
児
童
生
徒
援

助
費
の
単
価
を
準
要
保
護

就
学
援
助
費
に
適
用
し
て

い
る
。
新
入
学
学
用
品
費

が
実
際
に
必
要
と
な
る
額

に
対
し
十
分
で
な
い
と
い

う
趣
旨
か
ら
、
国
で
は
今

回
引
き
上
げ
が
実
施
さ
れ

問

タ
レ
ン
ト
の
菊
池
桃

子
さ
ん
が
、
任
意
活

動
で
あ
る
は
ず
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
が
働
く
母
親
に
と
っ

て
活
動
し
づ
ら
い
存
在
に

な
っ
て
い
る
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
に
対
し
、
一
石
を
投

じ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、

本
市
に
お
け
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

現
状
を
問
う
。
ま
ず
、
任

意
加
入
が
原
則
の
Ｐ
Ｔ
Ａ

だ
が
、
本
市
の
加
入
率
は
。

答

小
中
学
校
に
お
け
る

加
入
率
は
１
０
０
％

で
あ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
等

で
趣
旨
を
説
明
し
、
協
力

を
お
願
い
し
て
い
る
。

問
「
地
域
の
子
ど
も
は

地
域
で
育
て
る
」
と

い
う
目
的
で
実
施
し
て
い

る
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
関
係
は
。

答

共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

事
業
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
も
参

画
し
、
共
に
協
力
し
学
校

行
事
や
地
域
の
行
事
を
実

施
し
、
夜
間
補
導
や
交
通

安
全
指
導
、
地
域
の
祭
り

な
ど
共
同
実
施
し
て
い
る

と
こ
ろ
も
あ
る
。

PTAと地域が一緒に開催した「なかしょうまつり」

宮本　憲治 議員

本市におけるＰＴＡ活動への支援を問う
●活動しやすい環境になるよう地域・家庭・学校の協力体制を推
進していく 東方　貴子 議員
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問

私
が
長
年
提
案
し
続

け
て
き
た
フ
ァ
イ
リ

ン
グ
シ
ス
テ
ム
（
公
文
書

管
理
）
の
導
入
が
実
現
し

た
。
こ
の
事
業
の
実
施
内

容
を
問
う
。

答

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
と
は
、
フ
ォ
ル

ダ
と
い
う
用
具
を
用
い
て

文
書
を
分
類
・
整
理
す
る

保
管
方
式
の
こ
と
で
あ
り
、

文
書
の
検
索
性
の
向
上
、

私
物
化
の
防
止
、
省
ス
ペ

ー
ス
化
等
の
利
点
の
あ
る

国
推
奨
の
文
書
管
理
手
法

で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
取
り
組
み

で
は
、
市
が
保
有
す
る
公

文
書
は
市
民
と
の
共
有
知

的
資
源
で
あ
る
こ
と
へ
の

職
員
の
意
識
を
高
め
、
公

文
書
を
効
果
的
に
活
用
で

き
る
よ
う
管
理
技
術
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
進
め
て
い

る
。
ま
た
、
新
庁
舎
に
お

け
る
公
文
書
管
理
の
適
正

化
や
厳
正
化
は
不
可
欠
で

あ
る
。
こ
の
た
め
、
豊
富

な
指
導
実
績
の
あ
る
㈱
く

ろ
が
ね
工
作
所
に
委
託
し

て
、
全
職
員
へ
の
研
修

を
行
う
と
と
も
に
、
平
成

27
・ 

28
年
度
の
２
年
間
で

計
画
的
に
導
入
を
進
め
た
。

フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
の
定
着
に
は
腰
の
据
え

た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ

り
、
来
年
度
予
算
に
も
研

修
等
の
委
託
料
を
計
上
し

て
い
る
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
２
件
の
条
例
化
に
つ
い
て

◉
市
教
委
の
懸
案
課
題
に

つ
い
て

◉
第
１
次
海
南
市
総
合
計

画
の
総
括
に
つ
い
て

◉
庁
舎
跡
地
利
用
計
画
の

問
題
点

究
し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
国
道
42
号
バ
イ
パ
ス
有

田
海
南
道
路
に
つ
い
て

◉
市
に
多
大
な
影
響
を
及

ぼ
す
和
歌
山
市
の
Ｉ
Ｒ

（
カ
ジ
ノ
を
含
む
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
施
設
）
誘

致
に
つ
い
て

問

御
坊
市
の
給
食
に
よ

る
大
規
模
な
食
中
毒

を
受
け
、
本
市
で
は
ど
う

対
応
し
て
い
る
か
。

答

各
学
校
、
各
給
食
調

理
場
に
対
し
、
学
校

給
食
衛
生
管
理
基
準
の
再

確
認
や
調
理
従
事
者
の
健

康
管
理
な
ど
、
一
層
の
徹

底
を
指
導
し
た
。
食
中
毒

や
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
等
に
よ

る
感
染
症
が
流
行
し
て
い

る
場
合
は
、
献
立
の
変
更

等
の
配
慮
が
必
要
で
、
事

件
発
生
後
、
加
熱
調
理
に

よ
る
献
立
に
切
り
替
え
た
。

保
健
所
の
緊
急
立
ち
入

り
調
査
で
、
各
調
理
場
の

適
正
な
衛
生
管
理
が
確
認

さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
３
月

か
ら
通
常
の
献
立
に
す
る
。

問

義
務
教
育
は
無
償
と

す
る
と
い
う
憲
法
の

精
神
や
貧
困
対
策
と
し
て

の
重
要
性
、
少
子
化
、
人

口
減
対
策
の
観
点
か
ら
給

食
費
の
無
償
化
を
実
施
し

て
は
ど
う
か
。
全
国
的
に

給
食
費
の
無
償
化
や
一
部

補
助
が
広
が
る
中
、
全
子

育
て
世
帯
に
恩
恵
が
及
ぶ

よ
う
な
給
食
費
援
助
を
し

て
は
ど
う
か
。

答

給
食
費
の
一
斉
無
償

化
や
補
助
等
の
検
討

は
現
在
し
て
い
な
い
。

今
後
、
国
の
動
向
や
、

実
施
し
て
い
る
自
治
体
等

の
情
報
を
得
る
中
で
、
関

係
課
と
の
協
議
も
含
め
研

巽小学校の給食

全
て
の
子
育
て
世
帯
に

恩
恵
が
及
ぶ
よ
う
な

給
食
費
援
助
を
し
て
は

●
国
の
動
向
も
含
め
研
究
し
て
い
き
た
い

ファイリングシステムの実施内容は
●全職員への研修を行い、平成27・28年度の2年間で計画的
に導入を進めた 川端　　進 議員

橋爪　美惠子 議員

ファイリングシステムのチェック
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問

ま
ち
お
こ
し
は
、
都

会
か
ら
若
者
た
ち
が

入
り
成
功
し
て
い
る
が
、

そ
の
地
域
で
普
通
に
暮
ら

し
て
い
る
お
年
寄
り
た
ち

が
、
蓄
積
し
て
き
た
経
験

と
知
恵
を
ベ
ー
ス
に
し
て

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

岡
山
県
真
庭
市
で
製
材

事
業
所
の
社
長
を
し
て
い

る
60
歳
過
ぎ
の
中
島
浩
一

郎
さ
ん
は
、
製
材
で
出
て

く
る
木
く
ず
を
利
用
し
た

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
燃
料

と
す
る
真
庭
発
電
所
を
立

ち
上
げ
、
さ
ら
に
、
一
般

家
庭
や
農
業
用
ハ
ウ
ス
の

ボ
イ
ラ
ー
燃
料
と
し
て
木

製
ペ
レ
ッ
ト
を
製
造
す
る

な
ど
、
地
域
資
源
を
活
用

し
た
ま
ち
お
こ
し
で
地
域

を
活
性
化
し
て
い
る
。

本
市
で
も
下
津
町
大
崎

の
げ
ん
き
大
崎
が
「
か
ざ

ま
ち
」
で
鮮
魚
の
販
売
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
行
っ
て

い
る
が
、
さ
ら
に
、
お
年

寄
り
が
役
割
を
発
揮
し
元

気
に
な
る
取
り
組
み
を
広

げ
ら
れ
な
い
か
。

答

民
間
団
体
等
が
主
体

的
に
地
域
活
動
等
が

で
き
る
き
っ
か
け
づ
く
り

を
す
る
と
と
も
に
、
地
域

の
方
々
が
自
ら
関
わ
り
合

い
、
活
躍
で
き
る
よ
う
、

先
進
事
例
や
制
度
の
情
報

提
供
及
び
関
係
課
や
関
係

機
関
と
の
紹
介
や
仲
立
ち

を
行
い
た
い
。

問

高
齢
者
の
買
い
物
に

つ
い
て
も
大
変
な
状

況
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
支

援
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答

移
動
販
売
事
業
者
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、

関
係
各
課
と
調
整
し
検
討

し
て
い
き
た
い
。

■
そ
の
他
の
質
問

◉
正
規
職
員
を
こ
れ
以
上

減
ら
さ
な
い
た
め
に

げんき大崎館「かざまち」

地
域
資
源
の
活
用
で
、地
域
の

方
が
楽
し
く
、元
気
に
な
れ
る

取
り
組
み
を

●
先
進
事
例
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
う

問

内
海
地
域
の
ボ
ー
ト

ピ
ア
問
題
に
つ
い
て
、

場
外
舟
券
販
売
場
の
事
業

者
の
チ
ラ
シ
に
は
、「
津
波

対
策
と
し
て
１
７
０
０
人

か
ら
２
４
０
０
人
が
避
難

で
き
る
立
体
駐
車
場
を
つ

く
る
」
と
し
て
、「
賛
成
を
」

と
書
い
て
い
る
が
、
そ
の

場
所
は
大
岩
川
の
河
口
か

ら
わ
ず
か
１
５
０
メ
ー
ト

ル
の
位
置
に
あ
り
、
地
域

住
民
が
災
害
時
に
誤
っ
た

行
動
を
と
る
心
配
が
あ
る
。

津
波
避
難
計
画
に
基
づ
い

て
の
考
え
は
ど
う
か
。

答

津
波
か
ら
の
避
難
に

当
た
っ
て
は
、
原
則

と
し
て
非
浸
水
地
域
の
高

台
の
緊
急
避
難
場
所
（
星

３
つ
）
を
目
指
す
こ
と
と

し
て
お
り
、
浸
水
地
域
内

の
津
波
緊
急
避
難
ビ
ル

（
星
１
つ
）
は
逃
げ
遅
れ

た
方
々
が
緊
急
に
避
難
す

る
建
物
と
考
え
て
い
る
。

建
設
予
定
地
は
津
波
浸

水
想
定
区
域
内
に
あ
り
津

波
緊
急
避
難
ビ
ル
の
指
定

は
行
え
る
と
考
え
て
い
る
。

問

諸
外
国
に
お
け
る
ギ

ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
は
、

米
国
で
1.4
％
、欧
州
で
2.1

％
で
あ
る
が
、日
本
の
男

性
で
は
9.6
％
と
い
う
実
態

で
あ
る
。依
存
症
に
対
応

す
る
本
市
の
窓
口
は
ど
こ

か
。ま
た
、啓
発
事
業
や
具

体
的
な
対
策
は
あ
る
の
か
。

答

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

等
の
相
談
を
行
っ
て

い
る
社
会
福
祉
課
の
障
害

福
祉
係
が
相
談
窓
口
と
な

る
。
依
存
症
に
対
す
る
啓

発
事
業
に
つ
い
て
は
、
現

在
行
っ
て
い
な
い
が
、
市

の
相
談
窓
口
や
海
南
保
健

所
等
の
情
報
を
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周
知
、

啓
発
に
努
め
た
い
。

河野　敬二 議員

ボートピア事業者配布の津波避難場所
チラシについて
●津波浸水想定区域内にあり、「緊急避難場所」の指定はできないが、津
波緊急避難ビルの指定はできるものと考える 岡　　義明 議員
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答

福
祉
有
償
運
送
サ
ー

ビ
ス
は
要
介
護
や
障

害
の
あ
る
方
の
貴
重
な
運

送
手
段
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
。
公
共
交
通
全
般
の

あ
り
方
を
考
え
る
上
で
、

関
係
各
課
と
連
携
の
上
、

福
祉
有
償
運
送
事
業
の
検

討
も
十
分
行
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

問

第
一
次
海
南
市
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事

業
の
成
果
指
標
達
成
状
況

は
、
平
成
28
年
度
目
標
３

万
人
に
対
し
、
２
万
２
６

４
３
人
で
達
成
率
75
・
48

％
と
な
っ
て
い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
事

業
の
評
価
を
問
う
。

答

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

の
利
用
実
績
は
目
標

値
を
下
回
っ
た
が
、
市
内

公
共
交
通
空
白
地
域
に
居

住
す
る
皆
様
の
通
院
や
買

い
物
な
ど
、
日
常
生
活
に

必
要
か
つ
重
要
な
移
動
手

段
と
し
て
一
定
の
効
果
を

上
げ
て
い
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。

問

鉄
道
、
路
線
バ
ス
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

が
運
行
さ
れ
て
い
て
も
、

身
体
的
理
由
で
利
用
で
き

な
い
方
が
お
ら
れ
る
。

公
共
交
通
機
関
の
み
で

は
、
身
体
障
害
者
、
要
介

護
者
の
移
動
制
約
者
に
対

す
る
十
分
な
輸
送
サ
ー
ビ

ス
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い

場
合
、
福
祉
有
償
運
送
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。

県
内
で
は
、
２
市
・
４

町
・
１
村
で
実
施
さ
れ
て

い
る
。

本
市
は
、
移
動
制
約
を

受
け
て
い
る
方
へ
の
移
動

手
段
の
確
保
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

コミュニティバス

福
祉
有
償
運
送
事
業
の

実
施
を

●
関
係
各
課
連
携
の
上
、
十
分
検
討
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
る

上田　弘志 議員

ホームページでは、市議
会の日程、政務活動費の収
支報告など議会の情報を掲
載しています。また、市議
会の会議録も閲覧できます。

議会広報委員会では、よ
りよい紙面づくりに努めて
います。よりよい紙面とす
るため、議会だよりに関す
るご意見等お寄せください。

市議会の定例会は年４回開会されます。
市議会では、市民の皆さんの生活に密着した

さまざまな問題が審議されています。市政を知
る機会にもなりますので、ぜひ傍聴にお越しく
ださい。
６月定例会は６月８日（木）に開会する予定

です。日程は変更することがありますので、傍
聴を希望される場合は、お手数ですが日時をお
問い合わせください。

市議会ホームページ

市議会だよりへのご意見を
お聞かせください

議会を傍聴しませんか

海南市議会事務局
〒642-8501  海南市日方１５２５番地６

ＴＥＬ　０７３－４８３－８７００
ＦＡＸ　０７３－４８３－８７０３
Ｅメール　gikaij@city.kainan.lg.jp
ホームページ
http://www.city.kainan.lg.jp/shigikai/
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収　　　入 構成割合 支　　　出 構成割合

給料 143万円 28.6% 食費 97万円 19.4%
市税（市民税、固定資産税など） 人件費（職員の給与、議員報酬、審議会委員の報酬など）

パート収入 28万円 5.6% 家族の医療費 90万円 18.0%
分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産収入など

（保育所の保育料や市民温水プール使用料、土地貸付収入など）
扶助費（生活に困っている人や障害者、児童、高齢者への支援に必
要なお金）

貯金の取り崩し 6万円 1.2% 光熱水費などの雑費 60万円 12.0%
繰入金（基金から受け入れたお金） 物件費、維持補修費

（旅費、消耗品費、燃料費、委託料、学校や公園などの修繕費）

親からの仕送り 243万円 48.6% 自治会費 39万円 7.8%
国・県支出金、地方交付税、地方譲与税・交付金など

（国や県を通じて市に入ってくるお金）
補助費等（団体などの活動支援に必要なお金）

借入金 80万円 16.0% 子どもたちへの仕送り 58万円 11.6%
市債（市が長期間借り入れるお金） 繰出金（一般会計から特別会計へ支出するお金）

借入金の返済 60万円 12.0%
公債費（市債の元金および利子に必要なお金）

家の増改築費 87万円 17.4%
投資的経費（学校や道路、河川、公園などの整備に必要なお金）

貯金 3万円 0.6%
積立金（将来に備え、積み立てるお金）

その他 6万円 1.2%
投資及び出資金、貸付金、予備費

（病院や水道の企業会計などへの出資や、貸付に必要なお金）

          合　計 500万円           合　計 500万円

─ 平成29年度当初予算 ─

総額は466億2,777万5,000円
※本年４月に市長選挙を控えていたことから、人件費などの義務的経費や継続事業などを中心とした予算

となっています。

かいなん家の家計簿（収支計画） 〜一般会計を年収500万円の家庭に置き換えてみると〜

237億9,545万4,000円

平成29年海南市議会２月定例会は、２月23日から３月16日までの22日間の会
期で開かれました。

この議会には、市長から平成29年度の当初予算をはじめ、条例の改正や補正予
算など議案17件が提出され、それぞれ可決されました。また、議員から条例改正
案が提出されましたが否決されました。

一 般 会 計
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165億6,188万3,000円

62億7,043万8,000円

会　計　名 平成29年度当初予算額

国民健康保険特別会計 80億2,585万1,000円

後期高齢者医療特別会計 15億4,739万4,000円

介護保険特別会計 69億4,629万1,000円

地域排水処理事業特別会計 2,126万3,000円

同和対策住宅資金貸付事業特別会計 645万1,000円

港湾施設事業特別会計 1,463万3,000円

一 般 会 計

正規職員を減らし
て非常勤職員をふやす
職員配置や完了までに
あと 20 年もかかる駅
東区画整理事業、また、
学校給食調理業務の民
間委託に反対である。

岡　義明 議員

国民健康保険特別会計

今年８月から住民
税が課税されている
70 歳から 74 歳の方
の医療費の自己負担限
度額が引き上げられ、
大幅な負担増となるの
で反対である。

岡　義明 議員

後期高齢者医療特別会計

所得に応じた保険
料の軽減措置が今年４
月から縮減される。ま
た、扶養家族に対する
軽減も縮減される。こ
のような改悪は許され
ない。

岡　義明 議員

介護保険特別会計

４月から介護予防・日
常生活支援総合事業が
開始されるが、介護を受
ける方の安全性に問題
があると考える。また、導
入される基本チェックリス
トによって介護認定を受
ける権利が窓口で阻まれ
るのではないかと危惧し
ている。 岡　義明 議員

平成29年度当初予算に対する討論

会　計　名 平成29年度当初予算額

水道事業会計 22億3,064万1,000円

病院事業会計 40億3,979万7,000円

企業会計とは、独立採算により特定の事業を経理する会計です。
本市には下表のとおり２つの企業会計があります。

特別会計とは、ある特定の目的を対象に実施する事業について、
収支を明確にするため一般会計とは別に経理する会計です。
本市には下表のとおり６つの特別会計があります。

企 業 会 計

特 別 会 計
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こんなことが行われます

平成29年11月６日
市役所新庁舎と日方支所が開庁

コンビニでも
証明書が
取得できますよ

地籍調査が行われます

※海南市の地籍調査対象地101.06㎢うち78.88㎢の調査が終了しています。

今年度の地籍調査地区

① 阪井の一部地区（1.14㎢）　② 上谷の一部地区（0.99㎢）

③ 日方・井田・名高・且来・大野中の各一部地区（1.26㎢）

開庁スケジュール（予定）
10月下旬 第１回 引っ越し
 　高齢介護課、健康課、まちづくり部
 　行政委員会　など
11月３～５日 全体 引っ越し
11月６日 市役所新庁舎開庁（南赤坂）
 日方支所開庁（海南保健福祉センター内）

◎新庁舎の５階の食堂も開庁に合わせオープンの予定です。

平成29年１月から個人番
号カードを利用して、住民票
の写しと印鑑登録証明書がコ
ンビニエンスストアで取得で
きるようになりました。１通
200円で、全国の主要コンビ
ニ約５万店で、午前６時から
午後11時まで取得できます。

平成29年度に行われる事業の一部を紹介します

平成29年度
予算で
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工事期間 工事期間

慶権寺池 （鳥　居） 完　　了 上吉谷池 （木　津） 平成27年度～平成31年度

大　　池 （原　野） 完　　了 奥観音池 （別　院） 平成27年度～平成31年度

新　　池 （九品寺） 平成23年度～平成29年度 犬  飼  池 （孟　子） 平成28年度～平成32年度

歩  路  池 （別　院） 平成25年度～平成30年度 新  田  池 （七　山） 平成28年度～平成32年度

大　　池 （小　原） 平成25年度～平成29年度 沖  谷  池 （沖野々） 平成29年度～平成33年度

亀　　池 （阪　井） 改修不要 岩屋谷下池 （橘　本） 平成29年度～平成33年度

新　　池 （重　根） 平成27年度～平成31年度

自然災害による被害を未然に防止するため防災対策上必要な改修・整備が
行われ、ため池ハザードマップが配布されます。

※岩屋谷上池（橘本）、やしゃぶじゃ池（別院）、観音池（別院）、奥山池（小野田）等は平成29
年度以降に順次行われる予定です。

クリーンセンターにストックヤードを建設

介護予防訪問介護と
介護予防通所介護が
４月から総合事業に移行

適応指導教室が
週５回毎日に

ため池の改修 ・ 整備予定

介護給付（要介護1～5） 介護給付（要介護1～5）

予防給付（要支援1・2）

現  　行 4月〜

変
更
な
し

予防給付（要支援1・2）

福祉用具貸与、訪問看護・
通所リハビリテーションなど

総合事業
（要支援1・2、総合事業対象者）

訪問型サービス・通所型サービス訪問介護・通所介護

不登校児童生徒に対し、
集団生活への適応、情緒の
安定、基礎学力の補充、基
本的生活習慣の改善などの
ための相談や学習指導を行
う適応指導教室が市民会館
で週３回でしたが、今年度
から週５回（月～金）の開
室となります。

資源ごみのリサイクルを図るため、今年度は第1期ストックヤード工事が行
われます。

今後、現焼却炉除去工事と第2期ストックヤード工事が行われる予定です。

※ストックヤード……一時保管場所
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平成 29 年 11 月に市役所が南赤坂に移転するに
伴い、海南保健福祉センター内に日方支所が設置さ
れます。

和歌山下津港係留施設整備事業は、放置艇対策と
して、築地地区、日方地区、冷水地区、下津地区の
４カ所でプレジャーボートの係留施設を整備するも
のです。

日方支所での主な業務
・ 戸籍の届出、住民票の写し、印鑑登録

証明書等の交付

・ 市税の収納、市税の証明書の交付

・ 母子手帳の交付

・ 埋火葬の許可

・ 福祉タクシー利用券の発行

・ 個人番号カードの申請等

・ 本庁各課等が所管する事務に係る申請
及び届出の受付　など

問：	日方支所で対応できない場合はどうなるのか。

答：	日方支所から市役所新庁舎へ向かう連絡車両を
30分ごとに運行する予定なので、その連絡車両
で新庁舎へ行っていただくか、場合によって職員
が自宅に伺うなどの対応をさせていただく。

問：	採算性を考えて料金設定をしているか。

答：	採算については算出できていないが、今後、採算
性を念頭に置き、事業に取り組んでいきたい。

問：	海南市域で係留施設は何カ所整備されるのか。

答：	市が整備する築地地区、日方地区、冷水地区、
下津地区の４カ所に加え、県が御前山付近、琴の
浦の２カ所で整備する予定である。

問：	施設の維持管理は県が行うのではないのか。

答：	市が事業主体となって整備を進めており、維持管
理についても市が行う。

問：	市管理の係留施設の使用料は。

答：	市内在住の方は船舶の長さ１メートル当たり月額
756円、市外在住の方は月額 1,080 円である。

係留施設 係留隻数 開始時期

築地地区 70隻 利用可

日方地区 94隻 平成29年５月

冷水地区 35隻（予定） 順　次

下津地区 25隻（予定） 順　次

日方支所が設置されます

日方地区係留施設が
５月１日から使用できます

議案第 1 号
　海南市行政局等設置条例の一部を改正する条例

議案第 5 号
　海南市係留施設管理条例の一部を改正する条例

こんな質問がありました

こんな質問がありました

日方地区係留施設
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議案の審議結果

会派・議員名
 

 
 
 
 議案番号等

市政クラブ 日本共産党 
海南市議会議員団 公明党 新志 

クラブ 市民クラブ
無
所
属

無
所
属

結
　
　
果

磯
﨑
　
誠
治

栗
本
　
量
生

宮
本
　
憲
治

河
野
　
敬
二

岡
　
　
義
明

上
田
　
弘
志

橋
爪
美
惠
子

中
家
　
悦
生

黒
木
　
良
夫

森
下
　
貴
史

黒
原
　
章
至

川
口
　
政
夫

美
ノ
谷
　
徹

宮
本
　
勝
利

片
山
　
光
生

寺
脇
　
寛
治

榊
原
　
徳
昭

川
崎
　
一
樹

東
方
　
貴
子

米
原
　
耕
司

中
西
　
　
徹

川
端
　
　
進

議案第  ４  号 
議案第  ９  号 
議案第１０号 
議案第１１号 
議案第１２号

○ ○○ × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議
長

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

発議第  １  号 × ×× ○ ○ ○ ○ × × × × × × × × × × × × × × 否決

【○…賛成　×…反対】
※議長は賛否に加わることができません。ただし、賛否同数の場合は、議案の可決・否決を決めることができる「裁決権」が認められています。

■賛否の分かれた議案の表決結果

討
論 発議第１号

社会保障の分野での負担増や給付減により市民生活は苦しい状況で、
我々議員も市民の痛みに寄り添うべきである。 上田　弘志議員

国民健康保険税については、どの所得階層においても既に負担能力を超
えている状況であるが、国民健康保険特別会計は２年連続で黒字決算の
見込みであり、そのような状況の中で課税限度額の引き上げを行うべきでは
ない。 岡　義明議員

一時的な議員報酬の減額ではなく恒久的な減額にすべきである。また、定
数問題や議会費も含めて、時間をかけて特別委員会等で議論すべきである。

磯﨑　誠治議員　・　宮本　憲治議員

賛成

議案第４号 反対

発議第１号 反対

議案番号 議　案　名 結　果
議案第  １  号 海南市行政局等設置条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第  ２  号 海南市個人情報保護条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第  ３  号 海南市税条例等の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第  ４  号 海南市国民健康保険税条例の一部を改正する条例 賛成多数で可決
議案第  ５  号 海南市係留施設管理条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第  ６  号 海南市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 全会一致で可決
議案第  ７  号 海南市職員恩給条例を廃止する条例 全会一致で可決
議案第  ８  号 平成２８年度海南市一般会計補正予算（第４号） 全会一致で可決
議案第  ９  号 平成２９年度海南市一般会計予算 賛成多数で可決
議案第１０号 平成２９年度海南市国民健康保険特別会計予算 賛成多数で可決
議案第１１号 平成２９年度海南市後期高齢者医療特別会計予算 賛成多数で可決
議案第１２号 平成２９年度海南市介護保険特別会計予算 賛成多数で可決
議案第１３号 平成２９年度海南市地域排水処理事業特別会計予算 全会一致で可決
議案第１４号 平成２９年度海南市同和対策住宅資金貸付事業特別会計予算 全会一致で可決
議案第１５号 平成２９年度海南市港湾施設事業特別会計予算 全会一致で可決
議案第１６号 平成２９年度海南市水道事業会計予算 全会一致で可決
議案第１７号 平成２９年度海南市病院事業会計予算 全会一致で可決
発議第  １  号 海南市議会議員の議員報酬等に関する条例の一部を改正する条例 賛成少数で否決
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◎プロフィール─────────────
法政大学大学院人間社会研究科博士課
程修了。一般財団法人地域開発研究所
上席主任研究員。法政大学大学院公共
政策研究科兼任講師、関東学院大学法
学部非常勤講師、新宿区・戸田市・鎌
倉市等のアドバイザーを務める。

牧瀬稔先生にご講演いただきました
正しい議会改革は何か  〜議会基本条例や議員提案政策条例の視点から〜

牧
まき

瀬
せ

  稔
みのる

 氏 【テーマ】
・議会改革とは何か
・議員定数をどう考えるか
・議会基本条例とは
・議員提案政策条例について

議員研修会を
開催しました
【１月23日】

海南下津高等学校PTA資金の運用と職員の処分について
川端進議員と河野敬二議員が緊急質問を行いました。

問　PTA資金とはどのようなものか。

答　下津女子高等学校の PTA が平成 16 年
までに徴収してきた PTA 入学寄附金の
積立金の残額 1,000 万円を引き継いだ
ものである。

問　PTA 資金の私的流用事実が発生する要
因として、お金の管理に問題があったの
ではないか。

答　定期預金証書として管理し、PTA会計の
決算報告や予算報告に出てこず、PTA
資金であるというのが表に出てこない状
態であったこと、通帳と印鑑を一人で保
管・管理していたこと、チェック体制が十
分でなかったことが大きな問題であった
と考えている。

問　今後の取り組みをどのように考えている
のか。

答　海南下津高等学校のＰＴＡの新年度役員と
現在の役員で、この資金についてどう運
用していくか協議する計画になっている。
また、諸規定の順守、チェック体制の
強化、通帳と印鑑の管理方法、帳簿の有
無や確認方法等、全庁的に調査・指導し、
準公金取り扱い要綱を制定したい。また、
公務員倫理規定の制定や研修の実施、ま
た内部通報制度の創設等を検討したい。
さらに、教育委員会においては、研修
会を実施し、再発防止を徹底することと
している。

│緊│急│質│問│
火災、水害、地震、盗難、責任問題などの緊急性が認められる場合や住民の関心の的となって
いる問題などやむを得ないと認められる場合に、一般質問とは別に議会の同意を得て行う質問。
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議会改革特別委員会では、「地方分権を進めるための議会基本
条例、開かれた議会、活力ある議会運営、積極的な政策提言につ
いて」をテーマに、調査・研究を進めています。

１月 11 日、２月 10 日、３月 21 日に開催した委員会では、
議会基本条例の制定に向けて、議会基本条例（素案）の「目的」、「公
聴会及び参考人制度の活用」、「反問権」、「一般質問」、「質疑」、「政
策提案の説明要求」、「議会の活動原則」、「議決事件の追加」、「議
決責任」、「会派」、「委員会」、「議会図書室」、「政策立案・政策提
案」、「政策討論会」について、協議しました。

庁舎跡地整備特別委員会

議会改革特別委員会

特 別 委 員 会 レ ポ ー ト

庁舎跡地整備特別委員会では、去る１月３１日に和泉市南部リージョンセンターを視察しました。南
部リージョンセンターとは、多目的ホールや会議室・図書室などを備えた生涯学習棟と、野菜などの買
い物が楽しめる道の駅がある複合施設です。施設内の多目的ホールには、スペースの多目的活用を果た
し、より多くの施設稼働と利用の促進を図れる可動式の観客席が設置されていました。

庁舎跡地整備特別委員会の調査活動と、市執行部に対する積極的な提言の結果、ホールには壁面に
収納可能な階段状の観客席が設置される計画に変更されました！

観客席を壁面に収納した状態▼

▲可動式の観客席
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新潟県三条市議会
１月26日に新潟県三条市議会自由クラブの７

名の議員が新庁舎整備計画について行政視察に
来られ、管財情報課と企画財政課から説明を受
けた後、新庁舎建設現場を見学されました。

大阪府岬町議会
２月24日に大阪府岬町議会議員３名がつり公
園シモツピアーランドの運営状況等について行
政視察に来られ、つり公園シモツピアーランド
運営委員会正副会長と産業振興課から説明を受
けました。

静岡県三島市議会
３月24日に静岡県三島市議会緑水会の４名の

議員が小中一貫教育について行政視察に来られ、
学校教育課から説明を受けました。

ようこそ　 海南市へ
〜行政視察のため本市を訪れました〜

４月2日（日）に晴天の下、
わんぱく公園で行われた第
1回かいなんお菓子まつりに
おじゃましました。生菓子作
り体験などさまざまなお菓
子をテーマにした楽しいイベ
ントがあり、多くの家族連れ
などでにぎわっていました。

シモツピアーランドの桟橋を見学

滋賀県栗東市議会
１月27日に滋賀県栗東市議会広報編集特別委

員会委員６名と職員2名が議会広報編集活動に
ついて行政視察に来られ、本市の議会広報委員
会委員と議会だよりの編集について意見交換を
行いました。

意見交換会の様子

秋田県由利本荘市議会
１月27日に秋田県由利本荘市議会市民創風の

８名の議員が津波、地震対策の取り組みについ
て行政視察に来られ、危機管理課から説明を受
けた後、津波防波堤設置箇所の琴の浦水門と黒
江防災コミュニティセンターを見学されました。

木質耐震シェルターの説明を受けている由利本荘市議会議員の方々


